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2024年に創立100周年 －ひなたの下で育んだ
　　　　100年の農学を次世代へ－

宮崎大学



12

創立 周年100 農学部の軌跡

２
０
２
４
年
に
創
立
１
０
０
周
年

2004年（平成16年）
国立大学法人宮崎大学

1985年（昭和60年）
宮崎市木花台へキャンパス移転完了

1949年（昭和24年）
宮崎大学農学部（船塚キャンパス）

1945年（昭和20年）8月
太平洋戦争終戦

1944年（昭和19年）
宮崎農林専門学校

1924年（大正13年）
宮崎高等農林学校設置

ひ
な
た
の
下
で
育
ん
だ
、１
０
０
年
の
農
学
を
次
世
代
へ

農業博物館前 農学部移転当初の様子

現在の宮崎大学正門付近 みこしパレード（橘通）【1968年】

　

宮
崎
大
学
農
学
部
の
歴
史
は
、１
９
２
４
年（
大
正
13

年
）に
、現
在
の
宮
崎
県
立
図
書
館
な
ど
が
あ
る
宮
崎
神

宮
西
側
の
宮
崎
県
総
合
文
化
公
園
に
創
立
さ
れ
た
宮
崎

高
等
農
林
学
校
に
遡
る
。そ
の
後
、１
９
４
４
年（
昭
和

19
年
）に
宮
崎
農
林
専
門
学
校
に
、１
９
４
９
年（
昭
和
24

年
）に
宮
崎
大
学
と
な
り
、１
９
８
４
年（
昭
和
59
年
）に

現
在
の
学
園
木
花
台
に
移
転
し
、２
０
２
４
年（
令
和
６

年
）に
は
、創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

宮
崎
高
等
農
林
学
校
が
創
立
さ
れ
た
大
正
と
い
う
時

代（
１
９
１
２
年
〜
１
９
２
６
年
）は
、わ
ず
か
15
年
弱
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、第
一
次
世
界
大
戦
に

よ
る「
大
戦
景
気
」と「
戦
後
恐
慌
」、「
関
東
大
震
災
」を

経
験
す
る
な
ど
、激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。一
方
で
、普

通
選
挙
法
が
成
立
す
る
な
ど
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

と
呼
ば
れ
、民
主
主
義
的
な
思
想
や
運
動
が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、１
９
１
８
年
に
は

「
大
学
令
」が
交
付
さ
れ
、人
材
育
成
の
た
め
の
高
等
教

育
機
関
が
充
実
し
て
い
っ
た
。

　

宮
崎
県
に
目
を
移
す
と
、農
業
・
工
業
・
商
業
学
校
等

の
中
等
職
業
学
校
が
次
々
と
設
立
さ
れ
た
も
の
の
、明

治
時
代
に
鹿
児
島
県
に
設
置
さ
れ
た
高
等
農
林
学
校
は

存
在
せ
ず
、本
県
に
お
い
て
も
高
等
農
林
学
校
の
設
立

が
強
く
要
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、誘
致
運
動
の
気
運

が
高
ま
っ
た
。そ
し
て
、 

１
９
２
３
年（
大
正
12
年
）に
誘

致
の
た
め
の
募
金
が
計
画
さ
れ
、県
下
の
各
郡
か
ら
約

26
万
円
、県
内
企
業
・
銀
行
な
ど
か
ら
約
４
万
円
、宮
崎

県
か
ら
６
万
円
が
集
ま
り
、県
を
挙
げ
た
誘
致
運
動
が

成
果
を
上
げ
、１
９
２
４
年（
大
正
13
年
）、国
内
10
校
目

と
な
る
宮
崎
高
等
農
林
学
校
の
設
立
が
正
式
に
認
可

さ
れ
、同
年
10
月
に
初
代
校
長
に
宮
原
忠
正
氏
が
任
命

さ
れ
た
。こ
う
し
て
歴
史
の
一
歩
を
踏
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。し
か
し
、１
９
３
７
年（
昭
和
12
年)

に
は
、日
中
戦

争
が
勃
発
。授
業
の
一
環
で
軍
事
演
習
も
行
わ
れ
る
な

ど
、次
第
に
戦
時
体
制
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
１
９
４
１
年
に
は
、学
徒
動

員
が
実
施
。住
吉
牧
場
の
一
部
を「
報
国
農
場
」と
名
付

け
て
、学
生
・
教
職
員
総
動
員
に
よ
る
食
糧
増
産
の
た
め

に
、船
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
行
軍
と
称
し
て
徒
歩
で
勤

労
作
業
に
出
向
い
た
。１
９
４
３
年
に
は
、臨
時
徴
兵

検
査（
学
徒
兵
）が
第
一
宮
崎
国
民
学
校（
現
在
の
宮
崎

市
立
宮
崎
小
学
校
）講
堂
で
行
わ
れ
、第
一
回
学
徒
兵

と
し
て
多
数
が
入
隊
。以
後
、次
々
と
出
陣
が
始
ま
り
、

多
く
の
学
生
が
学
業
半
ば
で
戦
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

１
９
４
５
年
３
月
に
は
、「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」が

閣
議
決
定
さ
れ
、国
民
学
校
初
等
科
以
外
の
授
業
は
４

月
１
日
か
ら
１
年
間
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。同
年

３
月
18
日
に
は
、宮
崎
県
内
も
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
、同
年
５
月
11
日
に
は
、集
団
下
校
途

中
で
あ
っ
た
宮
崎
県
尋
常
師
範
学
校
附
属
小
学
校（
現

在
の
宮
崎
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
）の
児
童
12
名
と

宮
崎
師
範
女
子
部
附
属
国
民
学
校
に
通
っ
て
い
た
生
徒

４
名
が
空
襲
で
犠
牲
と
な
っ
た
。ま
た
、同
年
の
戦
火
に

よ
る
校
舎
の
焼
失
は
免
れ
た
も
の
の
、１
９
４
６
年
７
月

に
発
生
し
た
原
因
不
明
の
出
火
に
よ
り
、本
館
が
全
焼

し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
後
、１
９
４
９
年
３
月
31
日
に
文
部
省
か
ら
宮
崎

大
学
の
設
置
が
正
式
に
認
可
さ
れ
、宮
崎
高
等
農
林
学

校（
宮
崎
農
林
専
門
学
校
）を
母
体
と
す
る
宮
崎
大
学

農
学
部
が
発
足
。同
年
７
月
１
日
の
入
学
式
に
お
い

て
、２
２
９
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
な
る
。

終
戦
後
、紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
宮
崎
大
学
設
置
に
至

っ
て
い
る
が
、宮
崎
県
・
県
内
各
市
町
村
・
林
産
業
界
・

商
工
界
・
農
産
業
界
・
水
産
業
界
・
そ
の
他
の
個
人
・
団

体
か
ら
総
額
１
億
６
千
万
円
の
寄
附
金
が
集
め
ら
れ

る
な
ど
、数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
関
係
者
の
尽
力
が

あ
っ
て
、大
学
設
置
に
至
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　

宮
崎
大
学
設
置
後
も
、学
生
・
教
職
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
よ
り
歴
史
は
積
み
重
ね
ら
れ
、こ
れ
ま
で
に
約
２
万

人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、日
本
の
経
済
成
長
を
支
え
て
き

た
。１
９
２
４
年
に
農
学
科（
40
名
）、林
学
科（
30
名
）、畜

産
学
科（
30
名
）の
３
つ
の
学
科
で
ス
タ
ー
ト
し
た
宮
崎

高
等
農
林
学
校
は
、第
２
次
世
界
大
戦
な
ど
の
苦
難
の

時
代
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
変
化
を
遂
げ
、現
在
の
宮
崎
大
学
農
学
部
に
至
っ
て

い
る
。

　

私
た
ち
は
、今
一
度
、大
学
設
置
に
携
わ
っ
た
先
人

達
と
、大
学
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
諸
先
輩
方
の

尽
力
に
感
謝
し
、次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
更
な
る
挑

戦
を
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

双鵬寮の食堂

農学部正門

木花移転当初の様子【1984年】

高等農林学校正門・本館

双鵬寮南寮前景学徒動員【1944年】

林科17回霧島軍事演習（高千穂峰山頂）【1942年】 宮崎農林専門学校本館

192419441945194919852004
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1
9
2
4
年（
大
正
13
年
）に
開
学
し
た
宮
崎
高
等
農
林
学
校
に
は
、敷
地
内
に
附
属
農
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
後
、住
吉
牧
場（
1
9
2
9
年
）、農
業
博
物
館（
1
9
3
5
年
）、田
野
演
習
林（
1
9
3
7
年
）、家
畜
病
院

（
1
9
4
0
年
）、水
産
実
験
所（
1
9
7
2
年
）が
設
置
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、2
0
0
1
年
に
、農
場
・
演
習
林
・

水
産
実
験
所
の
3
つ
の
附
属
施
設
を
改
組
し
、附
属
自
然
共
生
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー（
木
花
フ
ィ
ー

ル
ド
・
住
吉
フ
ィ
ー
ル
ド
・
延
岡
フ
ィ
ー
ル
ド
・
田
野
フ
ィ
ー
ル
ド
）に
組
織
改
編
。2
0
1
0
年
に
は
、組
織
を
再
整
備

し
、附
属
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー（
木
花
フ
ィ
ー
ル
ド
・
住
吉
フ
ィ
ー
ル
ド
・
延
岡
フ
ィ
ー
ル
ド
・
田
野

フ
ィ
ー
ル
ド
）に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

3

1965年当時の様子

　住吉フィールドは、宮崎市中心部の北約10kmに位置し、交通の便利な市街地にありながら東京

ドーム約10個分に相当する総面積50haの敷地に、牛200頭・豚100頭を有する西日本最大級の大

学附属牧場施設です。2013年度から文部科学省の認定制度である教育関係共同利用拠点に認定さ

れていて、2022年には、JGAP資格取得の

ための研修機関としても承認されました。

GAP認証を受けた農産物は、持続可能な農

業により生産された農産物として、オリン

ピックにおける選手村の食材として使用さ

れるなどSDGs達成に資する取り組みの一

つでもあります。研修機関として承認を受

けたことにより、指導員資格の取得も可能

な研修を実施できるようになりました。

　2011年12月に、青 果物を対象品目としてJGAP認証を取得しました。これは、大学農場として

日本初です。翌年の 2012年12月には穀物でも認証を取得し、全ての学生実習をJGAP認証圃

場で行うことができ るようになりました。2013年11月には、米を対象品目としてGLOBAL 

G.A.P.の認証も取得 しました。2022年からは、住吉フィールドと同様にJGAP資格取得のため

の研修機関としても 承認されました。

　最近では、農学部だ けでなく他学部からの利用も増加し、全学的な教育・研究の場としても利活

用されるようになり ました。さらに、地域貢献活動として、市民対象の公開講座や保育園児・幼稚

園児の体験学習の場 などに積極的に取り組んでいます。

　田野フィールド（演習林）は1928年に下北方実習林（今の平

和台公園付近）が設置されたのがその始まりです。1937年に

は田野演習林が、1973年には串間演習林が設置されました。

　これら3ヶ所合わせて計620 haの山林を教育研究のために

管理して

います。

1929年
1959年

宮崎高等農林学校附属住吉牧場として設置
農学部別科（畜産専修）設置

1929年設置当時の様子

現在の様子 現在の様子

住吉フィールド（牧場）

1924年
1944年
1952年
1984年
2001年

2010年

宮崎高等 農林学校の設立と同時に構内に附属農場が設置
宮崎高等 農林学校附属農場に改称
大学機構 改革により附属農場と附属牧場が合併し、附属農場学内農場に改称
農学部の キャンパス移転と同時に学内農場として移転
農場・演習 林・水産実験所の機能的統合と4附帯施設の改組により、学内農場から木花フ
ィールド（農場）に改称
センター 内組織の再整備により、木花フィールド（農場）は農業部門と連携　

木花フィールド（農場）

1981年当時の様子

動物病院（家畜病院）

1985年当時の様子

1951年
1967年
1969年
1972年

水産学科設置
水産庁が所管する水産実験所を農学部に所管替え
水産学科を改組し水産増殖学科を設置
附属水産実験所を設置

1940年

1953年
2007年

獣医学科設置
家畜病院設置
附属家畜病院（官制化）
附属動物病院に名称変更

農業博物館

1935年
1950年
1979年
1985年

宮崎高等農林学校敷地内に設置
建て替え
博物館相当施設として指定
木花キャンパスに移転

延岡フィールド（水産実験所）

高等農林学校時代の田野演習林事務所

現在の木花　フィールド（農場） 1929年頃の学内農場

田野フィールド（演習林）

農学部附属施設の変遷

２
０
２
４
年
に
創
立
１
０
０
周
年

農
学
部
附
属
施
設
の
変
遷



11月18日 19日 日土 清花祭、WakuWaku体験Day 同時開催2023

※新型コロナウイルス感染症対策のため、開催形態や内容等が変更になる場合があります。※新型コロナウイルス感染症対策のため、開催形態や内容等が変更になる場合があります。※新型コロナウイルス感染症対策のため、開催形態や内容等が変更になる場合があります。

イ ッ サ イ ガ ッ サ イイ ッ サ イ ガ ッ サ イイ ッ サ イ ガ ッ サ イ

一祭合彩一祭合彩一祭合彩 清花祭という一つの祭りを力を合わせて彩ります!清花祭という一つの祭りを力を合わせて彩ります!清花祭という一つの祭りを力を合わせて彩ります!

5

大学祭に合わせて、農学部についてより詳しく知ってもらう機会を設け
ます。宮崎大学農学部の現在（いま）をわかりやすく紹介するとともに、
現役の学生の取組や研究などたくさん紹介します。当日はミニ水族館、
農学部に関するなんでも相談室も同時開催します。
また、来場者には農場生産物のお土産も準備しています。 先着

100名

2023年11月18日（土）13：00～15：00

家畜伝染病に対する正しい知識と検査の重要性を理解してもらうため

に、生産者や獣医師、農協の職員等を対象とした出前講座や講演会な

どの啓発活動を10年以上にわたり取り組むとともに、安価で簡便な検

査技術を開発し、畜産現場に実装したことなどが高く評価され、科学

技術賞（理解増進部門）において、文部科学大臣表彰を受けました。

関口教授が文部科学大臣賞を受賞

令和5年度令和5年度令和5年度

みやだいみやだいみやだいみやだい

体験体験体験体験
清武キャンパス
宮崎市清武町木原5200番地
清武キャンパス
宮崎市清武町木原5200番地

木花・清武の両キャンパスで
大人も子どもも楽しめる
企画がたくさん!

木花・清武の両キャンパスで
大人も子どもも楽しめる
企画がたくさん!

木花・清武の両キャンパスで
大人も子どもも楽しめる
企画がたくさん!

詳しくは
こちら

第19回清花祭清花祭清花祭
きよかさい

木花キャンパス
宮崎市学園木花台西1丁目1番地
木花キャンパス
宮崎市学園木花台西1丁目1番地

場所

詳細・申し込みはこちら

みやだい農学部の日
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農学部100年記念事業にのべ255人（団体）の皆様から温かいご支援を
いただいていることに、この場を借りて厚く御礼申し上げます。地域の
皆様方に支えられてきた100年の歴史を大切にし、新たな研究開発と次
の世代の農学を担う人材育成に努めてまいります。

2022年10月27日から2023年8月31日までにご寄附いただいた皆様のご芳名を掲載させていただきます。
（ご芳名の公表を希望されない方は掲載しておりません）

一般基金（農学部創立100周年記念事業）に1万円以上の寄附をいただいた方のうち、「送料着払い」で希望する方へ宮崎大学

本格焼酎「薫陶」を贈呈いたします。数量限定（先着300名）のため、事業期間内でも終了となる場合がありますので、あらか

じめご了承願います。※年内に1万円以上の寄附を複数回された場合でも、お一人様1本を上限とさせていただきます。

「薫陶」の原料となる甘藷は全て木花フィールド（農場）で栽培され、学生・教職員等によって収穫されたもので、宮崎市田野

町の渡邊酒造場蔵元保有の家付き酵母と伝統的仕込み技術により、2017年度・2018年度に製造されています。一般的に、

最近の本格焼酎は飲みやすくなったと言われますが、「薫陶」は、あえて鮮烈な荒々しさを残すことにこだわった原酒（37

度）で、芋焼酎が好きな方には自信を持ってお勧めできる残り少ない限定焼酎です。

■お名前の掲載についてご了解いただいた寄附者様　五十音順にて掲載させていただきます。

■農学部創立100周年記念事業に寄附いただいた方には、宮崎大学本格焼酎「薫陶」（非売品）を
　贈呈させていただきます。

農学部創立100周年記念事業への寄附について

宮崎大学本格焼酎

【非売品】

K U N T O U

薫陶

音 成  伸 悟
V57同窓生
相 部  俊 治
明 石  　 良
赤塚 愼一郎
秋 山  光 雄
芦 刈  美 穂
芦 澤  幸 二
安 部  凡 吉
有 野  孝 佐
安 藤  宇 一
井 口  　 純
池 田  　 修
池 田  　 誠
池 田  正 浩
伊 藤   哲
井 上  謙 吾
井 上  為 雄
今 泉   進
今屋敷 哲也
今屋敷 昌江

岩 切  文 昭
上 薗  重 治
上 野  　 弘
後田 剛史郎
宇田津 徹朗
有 働  信 男
占 部  智 重
右 柳  禎 三
江 藤  　 望
衛 藤  芳 之
大 榮  　 薫
大 賀  康 之
大 津  大 裕
大八木 孝之
大和田 孝二
岡 林  勝 洋
奥 田  　 滿
押 川  嘉 束
落 丸  善 市
鬼 束  和 人
尾之上 晃朗
小 俣  秀 之

片 渕  勇 敬
片 山  輝 彦
金 木  秀 明
蒲 池  大 氣
唐 川  　 敦
川 庄  健 治
河 瀬  憲 次
河 野  一 郎
菊池 銑一郎
岸 下  純 弘
北 原  　 豪
櫛 間  龍 也
國 武  久 登
久 保  桂 一
神 代  正 敏
倉 谷  義 雄
黒 木  勝 久
鍬 田  和 實
槐 島  芳 徳
高  由 起 子
江 田  善 彦
幸 妻  宏 子

古 賀  政 利
小 島  健 治
小 島  丈 英
児 玉  　 忠
佐 伯  雄 一
榊 原  陽 一
酒 匂  正 之
塩 澤  正 陽
篠 原  和 民
篠 原  慶 規
清 水  　 收
清 水  雅 之
水 光  正 仁
末 吉  益 雄
関 口  　 敏
園 田  紘 子
高 田  洋 一
竹 内  功 治
武 澤  　 勝
竹 下  　 稔
武 林  直 人
田 代  憲 臣

多 炭  雅 博
多 田  康 記
田 中  秀 典
谷岩 秀次郎
中 馬  公 弘
椿  　 高 幸
東 堂  光 教
徳 永  忠 昭
土地家屋調査士法人
不動産認証
富  　 江 一
鳥 越  逸 雄
中 嶋  末 光
中 田  哲 朗
中 津 濵  進
長 友  純 士
中 原  　 彰
中 原  純 子
中 原  敏 男
中 間  幸 弘
中 村  　 進
名 倉  政 雄

奈 須  広 美
西 島  克 治
西 村  正 紘
西 村  幸 次
西 山  和 夫
沼 田  　 望
萩谷 さおり
橋 口  正 嗣
橋 田  和 実
浜 田  　 愛
浜 田  道 夫
原  　 道 生
日 髙  基 善
開  　 俊 彦
平 原  榮 人
深 見  裕 伸
福 光  一 男
藤 井  滋 生
藤 原  英 史
船田 征二郎
舩 津  義 則
古 庄  雅 彦

松 岡  輝 正
松 原  公 明
松 本  修 一
松 本  髙 彦
三 城  恵 美
溝 田  一 吉
宮崎大学
農学部同窓会
六車 三治男
村 田  　 壽
森  　 壽 泰
森 元  良 一
矢 野  省 一
山田 健太郎
山 村  　 治
湯 淺  高 志
柚木脇 一郎
吉 田 建 設
涌 田  直 美
渡 辺  大 輔
渡 邉  高 弘
渡 邊  将 人
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様
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様
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様
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様
様
様
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様
様
様
様
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様
様
様
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様
様
様
様
　
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
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様
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様
様
様
様
様
様
様
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様
様
様
様
様
様
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様

様
様
様
様
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様

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
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様

（株）オーシャン動物病院
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みなさんからのたくさんの「いいね！」を
お待ちしております。

宮崎大学公式フェイスブック

公式Youtubeチャンネルで
宮大がわかる動画が500本以上！

Myaoh.TV

　

愛
知
県
出
身
の
藤
井
さ
ん
は
、ト
マ
ト

農
家
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、動
物
好
き

の
両
親
の
影
響
も
あ
り
、色
々
な
ペ
ッ
ト

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
そ
う
で
す
。高
校
は
、

「
学
校
に
動
物
が
い
る
」と
い
う
理
由
だ

け
で
渥
美
農
業
高
校
に
進
学
。高
校
入
学

後
、動
物
科
学
部
に
入
部
し
ま
し
た
。１

年
次
の
７
月
に
生
ま
れ
た
２
頭
の
う
ち
、

雌
牛（
ハ
ル
）を
専
属
で
世
話
を
す
る
よ
う

に
な
り
、牛
に
夢
中
に
な
っ
て
い
っ
た
そ

う
で
す
。

　

高
校
３
年
次
の
２
０
２
２
年
１
月
に

は
、「
第
５
回
和
牛
甲
子
園
」に
お
い
て
、も

う
一
頭
の
雌
牛（
マ
ロ
）が
肉
質
を
評
価
す

る
枝
肉
評
価
部
門
で
最
高
評
価
を
得
る
な

ど
、総
合
評
価
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、藤
井
さ
ん
が
育
て
た
ハ
ル
は

幼
い
頃
か
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、マ
ロ
と
比

べ
て
十
分
な
大
き
さ
に
育
つ
こ
と
が
で
き

ず
Ｂ
５
認
定
と
な
り
受
賞
に
は
至
ら
ず
、

大
会
を
通
し
て
嬉
し
さ
と
悔
し
さ
を
味
わ

い
ま
し
た
。そ
の
悔
し
さ
が

彼
女
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
、「
も
っ
と
良
い
牛
を
育
て

た
い
」と
強
く
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
時
、宮
崎
大
学
農

学
部
の
卒
業
生
で
も
あ
っ
た

当
時
の
校
長
先
生
が
、宮
崎

大
学
へ
の
進
学
を
勧
め
て
く

れ
た
こ
と
か
ら
高
校
３
年
の

秋
に
宮
崎
を
訪
問
。一
目
惚

れ
し
て
宮
崎
大
学
の
受
験
を

決
意
し
、無
事
に
合
格
。

　

現
在
は
、綾
町
に
あ
る「
Ｊ

Ａ
宮
崎
経
済
連
妊
娠
牛
供
給

セ
ン
タ
ー
綾
農
場
」で
週
末
に
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
、生
ま
れ
て
か
ら
市
場
に

出
荷
さ
れ
る
ま
で
の
子
牛
の
世
話
を
通

し
て
、牛
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で

い
ま
す
。月
に
１
度
、子
牛
市
場
の
セ
リ

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
「
私
は
高
校
時
代
、進
路
に
悩
ん
だ
け
れ

ど
、宮
崎
大
学
農
学
部
に
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
今
思
い
ま

す
。宮
崎
は
、牛
づ
く
り
を
学
び
た
い
私
に

と
っ
て
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
で
す
。将

来
、畜
産
業
を
担
う
１
人
と
し
て
力
に
な

れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
学
び
続
け
た

い
で
す
」と
、彼
女
は
笑
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

もっと良い牛を育てたい ～愛牛ハルとの思い出を胸に～
ー農学部畜産草地科学科2年　藤井 琴未（ふじい ことみ）さん（愛知県立渥美農業高等学校卒業）ー

＠miyazakidaigaku
宮崎大学に関する情報を発信します。

宮崎大学公式 Instagram

宮崎大学HP

2023年4月に宮崎市で開催された先進7カ国首脳会合（G7サミ

ット）宮崎農相会合のレセプションでは、住吉フィールドで育て

られた「宮崎大学ビーフ」が提供されるなど。100年の歴史ととも

に新たな変化を遂げています。宮崎市内のスーパーマーケット

「フーデリー」にて定期的に販売されています。

宮崎大学ビーフが
サミットで提供されました

「宮崎大学のひと」
はコチラから！
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